
作り方

材料

　オートミール 30g 水 50cc を加え電子レンジ 600W50 秒。取
り出してすぐにほぐしておく。（かたまりになりやすいので）
豚細切れをごま油を入れたフライパンで炒める。塩胡椒少々ふる。
良い焼き色がついたら、ちくわ、タマネギを加えて炒める。
　タマネギがしんなりしたら、具材をフライパンの片方に寄せ、
あいたところに溶き卵をいれる。溶き卵にオートミールを加えて
炒める。醤油を少々と軽く塩胡椒を加え、黒胡椒を加える。
　リュウジのレシピでは豚細切れは 80g、ちくわはなし、タマネ
ギではなくキャベツ、卵は 2 個、塩は 1.5g、味の素 7 ふりとなっ
ている。タマネギとちくわは私の好み。
　卵は 2個は若者向きと思う。塩は薄味とした。
　一食分のご飯は 150g なので糖質、約 55g。オートミール 30g
はエネルギー糖質、約 17.3g。で食物繊維が 3.3g と豊富です。
　このレシピでは、いわゆるオートミール臭さは全くなく、黙っ
て出されたらご飯の炒飯かと思うくらいです。卵 1 個ですが結構
満腹になります。
　リュージは痩せるレシピとして紹介している。

オートミール…30g
水 ……………50cc
豚細切れ ……50g 「80g」
ちくわ ………30g（小 1本） 「ない」
タマネギ ……80g 「キャベツ 80g」
卵 ……………1個 「2個」
ごま油 ………小さじ 2
醤油 …………少々
塩こしょう … 少々 「塩 1.5g」
黒胡椒 ………適宜

この「健康レシピ」は、糖尿病患者様向けとなっておりますが、糖尿病が気になる方
や健康のための食事管理をされている方にもおすすめのレシピとなっております。

健康レシピ
第14回

オートミール炒飯
リュウジのレシピを参考に

作りました。
　NST委員会は、2021年に発足し、2022年9月よ
り褥瘡対策委員会と合同で活動を行っています。
　主に、患者様の栄養状態を把握し、お一人お一人
に適切な対応をすることで患者様の状態改善・合併
症の予防やQOLの向上に繋げることを目的として
います。栄養管理・口腔ケア・褥瘡管理等、多方面
からアプローチをすることが重要である為、医師・
看護師をはじめ多職種のスタッフが在籍し情報交換
を行っています。
　NSTとは、Nutririon Support Team＝栄養サポー
トチームのことです。精神科でのNST活動は、一
般病院での活動とは異なる点もありますが、患者様

栄養サポートチーム
NST委員会各種委員会の紹介

各委員会の活動・取り組みについてご紹介いたします。
《Par.5》

が心地よく入院生活を送れるよう各職種が連携しな
がらサポートしていきます。

【構成メンバー】
医師・看護師・薬剤師・歯科衛生士・管理栄養士

【活動内容】
・低栄養や低体重の患者様をピックアップ、対策検討
・病棟訪問と患者様の状態確認
・スキルアップの為のレクチャー

　近年コロナウイルス感染症の流行により、密を
避けるため、対面での勉強会ではなく、ウェブオ
ンラインにて参加しました。
　ユマニチュードとは、包括的ケアメゾットの一
つであり、特に高齢者と認知症患者において有用
とされているケアの技法です。
　ケアには「見る」「話す」「触れる」「立つ」の 4
つのステップから成り立っており、その 4 つのス
テップを通して人間本来の特性に働きかけ、患者
に自分自身の尊厳を持ってもらう事を大切にして
います。
　4 つのステップは基本的なケアの一つであるが、
勉強会を通じて、援助・内服など拒否の患者が、
ユマニチュードの関わり方ひとつで内服や援助の
拒否がなくなった事例がありました。
　今回学んだユマニチュードの技法を病院全体で
共有し、統一した援助ができるようにしたいと思
います。

ユマニチュード
オンライン基礎研修に参加

　本年度よりお世話になっております、精神科医の藤田知哲と申します。出身
は長崎県諫早市になりますが、精神科医としましては佐賀大学医学部付属病院
にて経験を積み、現在は精神保健指定医として長崎に帰ってきた形になります。
　私事になりますが、私の現在の本籍は島根県大田市大森町になります。祖父
がそちらから長崎に移住しており父も私も長崎出身ですが、生前の祖父の「本
籍はなるべく変更しないでほしい」との先祖への思いがあり、現在もそのまま
にしてあります。この島根県大田市大森町は石見銀山遺跡となっており2007
年に世界遺産に登録されています。江戸時代には人口が20万人いたそうです
が、現在の人口はなんと400人だそうです。正確ではないと思いますが、約
99.8％の人口減になります。日本でも有数の過疎地ではないでしょうか。現在はあまり人が住んでいな
い世界遺産の古い家屋の街並みにかつて祖父の住んでいた廃屋が存在しており、ノスタルジックな場所
になっています。ただし長崎から特急や新幹線を乗り継いでも7時間はかかりますので私もあまり訪れ
る機会はないですが。
　長くコロナ禍が続いており、生活環境や精神面においても大きな変化を伴う時代になっていると思い
ます。忘年会や新年会、季節の行事などの再開も簡単ではないでしょうから、残念ですがしばらくは職
員の皆様と触れ合う機会も少ないとは思います。私なりに新しい環境にて頑張っていきますので、今後
ともどうぞ宜しくお願いいたします。

着任の挨拶

就任挨拶

　私は、杠葉病院を一度退職して千葉県に行き、H27年に杠葉病院に戻って
きました。
　現在は、認知症疾患治療病棟専従の精神保健福祉士として勤務しており、こ
の度、係長に昇任致しました。
　これまで仕事で失敗し落ち込んだり、いろんな経験をした中で、多くの方々
に支えられてきました。これからも多くの方に支えられながら働いていくこと
でしょう。まだまだ至らず、足りないところはありますが、常に感謝の気持ち
を忘れず、誠意をもって1つ1つ取り組んでいきたいと思います。
　また、私が所属している地域生活支援課には私以下7人のメンバーがおり、
協力し合いながら、福祉の視点を持つ専門職としてチーム医療に貢献できるよ
う、日々精進しています。
　今日、コロナ渦で制限を余儀なくされている中で、地域生活支援課として、入院中の患者様には不安
感が強くならないよう少しでも話ができる場をつくろうと努力しています。これからも困難を抱える患
者様や家族に寄り添い、「その人らしい生活」が送れるような支援を目指していきます。
　地域生活支援課では「認知症」の他に、うつ病、統合失調症など様々な精神疾患の相談をお受けして
います。患者様はもちろんのこと関係機関の方々にとって相談しやすいと思っていただける対応を心が
けて、前任者から続く、地域の方々（医療機関、関係機関、行政、各事業所等）と情報提供及び情報共
有など行い「顔の見える連携」を継続していきたいと思っています。どうぞよろしくお願いいたします。

精神保健指定医　藤田知哲

地域生活支援課　係長　藤本　京 看護部看護師　田島　脩平
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